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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会
議
長
）

は
１１
月
１４
日
、
東
京
・
日
本
都
市

セ
ン
タ
ー
会
館
で
第
８５
回
評
議
員

会
を
開
き
、
北
海
道
な
ど
地
方
９

部
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
要
望
議
案

１８
件
を
審
議
、
可
決
し
た
（
２
面

に
部
会
提
出
議
決
事
項
）
。

会
議
冒
頭
、
藤
田
会
長
は
「
現

下
の
地
方
財
政
は
、
先
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
約

５
・
１
兆
円
の
削
減
に
よ
り
、
極

め
て
厳
し
い
運
営
と
な
っ
て
い

る
」
と
強
調
。
そ
の
上
で
本
年
度

は
も
と
よ
り
、
来
年
度
の
地
方
財

政
対
策
や
税
制
改
革
に
向
け
て

「
地
方
交
付
税
の
増
額
と
機
能
強

化
、
地
方
税
源
の
充
実
強
化
を
強

力
に
図
っ
て
い
く
」
と
述
べ
、
出

席
者
各
位
の
協
力
を
訴
え
た
。

会
議
で
は
、
９
部
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
要
望
議
案
「
過
疎
対
策
制

度
の
継
続
」
を
は
じ
め
「
医
師
の

確
保
と
地
域
偏
在
の
解
消
」
な
ど

１８
件
を
審
議
、
可
決
し
た
。
こ
れ

ら
の
要
望
事
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
に
応
じ
、
所
管
す
る
地
方
行

政
、
地
方
財
政
、
社
会
文
教
、
産

業
経
済
、
建
設
運
輸
の
５
委
員
会

に
付
託
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
関

係
方
面
に
要
望
活
動
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
５
委
員
会
や
国
会

対
策
委
員
会
、
地
方
分
権
改
革
・

道
州
制
調
査
特
別
委
員
会
の
各
委

員
長
が
、
本
年
度
の
活
動
経
過
と

要
望
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

当
日
は
来
賓
と
し
て
、
鳩
山
邦

夫
・
総
務
大
臣
に
代
わ
り
中
村
博

彦
・
大
臣
政
務
官
、
赤
松
正
雄
・

衆
議
院
総
務
委
員
長
、
高
嶋
良
充

・
参
議
院
総
務
委
員
長
が
列
席

し
、
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協

議
会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐

世
保
市
議
会
議
長
）
は
、
１１
月

１３
日
に
理
事
会
を
開
き
、
平
成

２１
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た
要

望
を
決
定
。
引
き
続
き
実
行
運

動
を
展
開
し
た
。

要
望
の
各
項
目
は
▽
調
整
交

付
金
の
取
り
扱
い
を
「
義
務
的

経
費
」
へ
（
総
務
省
所
管
）
▽

基
地
周
辺
対
策
経
費
の
予
算
要

求
額
の
満
額
確
保
（
防
衛
省
所

管
）
―
―
な
ど
。

こ
れ
ら
要
望
事
項
の
実
現
を

図
る
た
め
理
事
会
終
了
後
、
た

だ
ち
に
基
地
関
係
国
会
議
員
と

の
要
望
懇
談
会
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
赤
松
正
雄
・
衆
議
院

総
務
委
員
長
ら
多
数
の
関
係
国

会
議
員
が
集
い
、
要
望
事
項
に

理
解
を
示
し
た
。

懇
談
会
終
了
後
に
は
、
松
尾

会
長
ら
で
構
成
す
る
実
行
運
動

班
を
編
成
し
、
浜
田
靖
一
・
防

衛
相
�
写
真
中
央
、竹
下
亘
・

財
務
副
大
臣
ら
に
要
望
書
を
手

渡
し
た
。

な
お
理
事
会
で
は
、
狩
宿
和

久
・
総
務
省
固
定
資
産
税
課
課

長
補
佐
、
�
�
行
成
・
防
衛
省

地
方
協
力
企
画
課
長
か
ら
、
所

管
事
項
の
説
明
を
聴
取
し
た
。

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
が
１１
月
１１
日
に
開
い
た
会
合

の
中
で
、
丹
羽
宇
一
郎
委
員
長
は

１１
月
６
日
に
麻
生
首
相
と
懇
談
し

た
際
の
内
容
を
報
告
し
た
。

首
相
か
ら
は
、
１２
月
初
旬
に
予

定
さ
れ
る
第
二
次
勧
告
に
向
け
、

「
国
と
県
の
二
重
行
政
の
廃
止
」

を
指
示
。
勧
告
に
つ
い
て
「
私
が

直
接
受
け
取
り
、
年
内
に
判
断
す

る
」
と
語
り
、
国
の
出
先
機
関
の

改
革
を
加
速
化
さ
せ
る
考
え
を
丹

羽
委
員
長
に
示
し
た
。
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部
会
提
出
１８
件
の
要
望
議
決

基地協理事会開く
併せて要望懇談会も

二
次
勧
告
に
向
け
審
議

政
府
の
地
方
分
権
委

評評議議員員会会開開くく
本 会

あ
い
さ
つ
す
る
藤
田
会
長（
写
真
右
）、来
賓
あ
い
さ
つ
す
る
中
村
総
務
大
臣
政
務
官（
写
真

下
右
）、赤
松
衆
議
院
総
務
委
員
長（
写
真
左
）、高
嶋
参
議
院
総
務
委
員
長（
写
真
下
左
）
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自
治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

�
津
島
雄
二
・
衆
議
院
議
員
）
が

１１
月
１８
日
に
開
い
た
役
員
会
に
本

会
か
ら
、
全
国
自
治
体
病
院
経
営

都
市
議
会
協
議
会
の
田
中
弘
光
会

長
（
松
江
市
議
会
議
長
）
、
隅
倉

純
爾
副
会
長
（
徳
島
市
議
会
議

長
）
が
出
席
し
、
地
域
医
療
の
窮

状
を
訴
え
た
。

全
国
の
自
治
体
病
院
は
、
８
割

弱
の
団
体
が
赤
字
の
状
態
。
経
営

の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
、
懸
命

に
経
営
努
力
で
赤
字
を
カ
バ
ー
し

よ
う
と
試
み
て
き
た
も
の
の
、
不

採
算
医
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
性
格
上
、
す
で
に
経
営

努
力
は
限
界
の
域
を
超
え
る
。

さ
ら
に
平
成
１６
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
初
期
臨
床
研
修
制
度
が
、
地

域
医
療
の
崩
壊
に
拍
車
を
か
け

る
。同
制
度
導
入
に
よ
っ
て
、都
市

部
へ
医
師
が
偏
在
す
る
こ
と
と
な

っ
た
た
め
だ
。自
治
体
病
院
で
も
、

診
療
科
の
縮
小
や
一
時
休
止
、
あ

げ
く
は
診
療
科
の
廃
止
へ
追
い
込

ま
れ
た
機
関
も
少
な
く
な
い
。

本
年
６
月
に
厚
生
労
働
省
で
は

「
安
心
と
希
望
の
医
療
確
保
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
示
し
、
医
師
の
不
足
・

偏
在
に
つ
い
て
改
革
の
道
筋
を
探

ろ
う
と
し
て
い
る
。
７
月
か
ら
総

務
省
も
「
公
立
病
院
に
関
す
る
財

政
措
置
の
あ
り
方
等
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
、
解
決
の
糸
口
を
検
討

し
て
い
る
。

両
省
の
動
き
に
対
し
、
役
員
会

の
場
で
田
中
会
長
は
「
（
厚
労
省

の
取
り
組
み
で
）
診
療
報
酬
を
地

方
に
や
や
厚
く
す
る
傾
斜
配
分
制

を
導
入
で
き
な
い
か
」
「
（
総
務

省
の
取
り
組
み
で
）
良
質
な
医
療

を
効
率
的
か
つ
持
続
的
に
提
供
し

続
け
る
た
め
に
は
、
財
政
措
置
の

強
化
が
必
要
不
可
欠
」
と
述
べ
、

自
治
体
病
院
の
経
営
改
善
へ
の
支

援
を
呼
び
か
け
た
。

全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会
（
会
長
�
寺
岡
登
史
・
明
石
市

議
会
議
長
）
は
１１
月
１８
日
、
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開

き
、
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
の
対
象
は
、
バ
ス
や
路
面

電
車
、
地
下
鉄
の
各
事
業
。
特
に

バ
ス
事
業
は
、
平
成
１４
年
に
需
給

調
整
規
制
が
廃
止
さ
れ
、
競
争
原

理
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

不
採
算
路
線
か
ら
の
事
業
者
撤
退

が
相
次
ぐ
結
果
と
な
っ
た
。
地
域

住
民
の
足
を
守
る
た
め
、
多
く
の

自
治
体
が
公
費
で
バ
ス
路
線
を
維

持
し
て
き
た
も
の
の
、
こ
れ
以
上

の
負
担
は
限
界
に
近
い
。

そ
こ
で
、
同
協
議
会
で
は
対
策

と
し
て
▽
経
営
基
盤
の
強
化
▽
地

域
住
民
の
バ
ス
路
線
維
持
及
び
生

活
交
通
確
保
▽
国
庫
補
助
制
度
の

拡
充
―
―
な
ど
を
掲
げ
、
関
係
各

方
面
へ
訴
え
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
翌
日
、
正
副
会
長
ら
は
、

岡
田
直
樹
・
国
土
交
通
大
臣
政
務

官
ら
に
面
談
し
、
要
望
実
現
へ
の

協
力
を
求
め
た
。

ま
た
役
員
会
で
は
、
井
上
宜
也

・
総
務
省
公
営
企
業
経
営
企
画
室

長
、
黒
須
卓
・
国
土
交
通
省
地
域

交
通
政
策
企
画
官
か
ら
、
所
管
事

項
の
説
明
を
聴
取
し
た
。

政
府
の
地
方
制
度
調
査
会
専
門

小
委
員
会
は
１１
月
１２
日
、
「
議
会

制
度
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
詰
め

の
審
議
を
行
っ
た
。
同
小
委
で

は
、
以
前
に
審
議
し
て
い
た
「
監

査
機
能
の
充
実
強
化
」
と
合
わ

せ
、最
終
報
告
と
し
て「『
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
充
実
』
に
関
す
る
調
査

審
議
」
を
地
制
調
総
会
へ
提
出
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
総
会
は
１２

月
上
旬
に
も
開
催
さ
れ
る
予
定
。

こ
の
ほ
か
当
日
は
、
「
市
町
村

合
併
を
含
め
た
基
礎
自
治
体
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
審
議
。
総
務
省

の
「
市
町
村
の
合
併
に
関
す
る
研

究
会
」
が
本
年
４
月
に
ま
と
め
た

「
平
成
の
合
併
の
評
価
・
検
討
・

分
析
」
に
基
づ
き
▽
合
併
後
数
年

の
短
期
的
な
影
響
▽
行
政
側
と
住

民
側
の
両
面
か
ら
見
た
場
合
の
影

響
―
―
を
分
析
し
た
。

【
地
方
行
財
政
】

▽
過
疎
対
策
制
度
の
継
続
に
つ
い

て
（
東
北
部
会
）
▽
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
の
失
効
に
伴

う
新
た
な
法
律
の
制
定
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
近
畿
部
会
）
▽

北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と
隣

接
地
域
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

（
北
海
道
部
会
）
▽
市
町
村
地
域

防
災
無
線
再
整
備
を
推
進
す
る
た

め
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
（
東
海

部
会
）

【
厚
生
労
働
・
環
境
】

▽
医
師
の
確
保
と
地
域
偏
在
の
解

消
に
つ
い
て
（
中
国
部
会
）
▽
地

域
医
療
体
制
の
確
保
並
び
に
財
政

支
援
措
置
に
つ
い
て
（
九
州
部

会
）
▽
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
財

源
支
援
を
求
め
る
要
望
（
関
東
部

会
）
▽
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
創
設
を
求
め
る
要
望
に
つ
い
て

（
東
海
部
会
）
▽
「
協
同
出
資
・

協
同
経
営
で
働
く
協
同
組
合
法

（
仮
称
）
」
の
速
や
か
な
制
定
に

つ
い
て
（
関
東
部
会
）
▽
雇
用
促

進
住
宅
の
譲
渡
・
廃
止
に
伴
う
支

援
対
策
と
国
に
よ
る
存
続
に
つ
い

て
（
中
国
部
会
）
▽
造
林
事
業
に

対
す
る
補
助
に
つ
い
て
（
四
国
部

会
）

【
国
土
交
通
】

▽
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進
に

つ
い
て
（
北
海
道
部
会
）
▽
北
陸

新
幹
線
の
建
設
促
進
に
つ
い
て

（
北
信
越
部
会
）
▽
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
（
北
信
越
部
会
）
▽
九
州
に

お
け
る
高
速
交
通
網
の
整
備
充
実

に
つ
い
て
（
九
州
部
会
）
▽
教
育

施
設
の
耐
震
化
推
進
事
業
に
お
け

る
国
庫
補
助
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
東
北
部
会
）
▽
住
宅
・
建
築
物

耐
震
改
修
事
業
の
充
実
を
求
め
る

要
望
（
近
畿
部
会
）
▽
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
の
時
限
措
置
の

延
伸
等
に
つ
い
て
（
四
国
部
会
）

本
会
病
院
協
会
長
ら
が

議
連
役
員
会
で
意
見
陳
述

関
係
省
庁
に
対
し
要
望

公
営
交
通
事
業
都
市
議
長
会

総総
会会
にに
向向
けけ
まま
とと
めめ

地
制
調
専
門
小
委

部部
会会
提提
出出
議議
決決
事事
項項

津島会長（左）ら議連役員に要請する田中会長（右）

岡
田
大
臣
政
務
官（
中
央
）に
要
望
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トトピピッッ
ククスス

議

会

人

事

政
府
は
、
本
年
５
月
１３
日
に

「
道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
道
路
特
定
財
源
を
廃
止
し

た
う
え
で
一
般
財
源
化
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て
必
要
な
道
路
の
整

備
に
支
障
を
き
た
す
と
の
懸
念
が

生
ま
れ
て
い
る
。

同
方
針
に
は
、
一
般
財
源
化
の

際
に
「
地
方
財
政
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
」
「
必

要
と
判
断
さ
れ
る
道
路
は
着
実
に

整
備
す
る
」
と
の
文
言
が
付
さ

れ
、
地
方
に
配
慮
す
る
姿
勢
が
示

さ
れ
て
は
い
る
が
、
不
安
を
払
拭

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

地
方
で
は
、
防
災
対
策
、
通
勤

通
学
や
救
急
医
療
な
ど
の
面
に
お

い
て
、
依
然
と
し
て
道
路
整
備
の

必
要
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
過
去

に
整
備
し
た
道
路
の
維
持
管
理
費

や
公
債
費
が
増
大
す
る
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
の
維

持
補
修
な
ど
、
多
額
の
財
源
を
必

要
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
意
見
書
で
は
、
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
あ
た

り
、
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況
や

地
方
に
お
け
る
道
路
の
重
要
性
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
地
方
が
必
要

と
す
る
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理

に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
。

な
お
、
政
府
が
１０
月
３０
日
に
公

表
し
た
追
加
経
済
対
策
に
は
、
道

路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
際

し
て
「
１
兆
円
を
地
方
の
実
情
に

応
じ
て
使
用
す
る
新
た
な
仕
組
み

を
作
る
」こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
本
会
な
ど
地
方

六
団
体
は
、
従
来
の
地
方
向
け
交

付
金
と
は
別
枠
で
１
兆
円
を
確
保

す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、

大
き
な
焦
点
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
を
も
と
に
、

９
月
定
例
会
を
中
心
に
議
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
状
況
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
（
下
）で
は
、

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
あ
た
っ
て
、
地
方
が
必
要
と
す
る
道
路
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
に
要

す
る
財
源
の
確
保
を
求
め
る
も
の
が
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

▼
議
長

▽
草
津

中
島
一
�（
９
・
３０
）

▽
守
山

本
城
政
良（
９
・
３０
）

▽
有
田

堀
川

明（
９
・
３０
）

▽
稲
沢

山
田
武
夫（
１０
・
１
）

▽
羽
曳
野

林

義
和（
１０
・
１
）

▼
副
議
長

▽
草
津

大
�
正
美（
９
・
３０
）

▽
守
山

寺
田
武
正（
９
・
３０
）

▽
有
田

辻
本
意
典（
９
・
３０
）

▽
稲
沢

玉
田
欽
也（
１０
・
１
）

▽
羽
曳
野

黒
川

実（
１０
・
１
）

議会 「
道
路
整
備
の
財
源
確
保
」最
多

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況
（下）

意見書・決議の議決状況（下） （２０．８．１～１０．３１）

決 議

【建設・運輸・郵政・国土保全】 【 ２２８】 【 ３】
○道路整備の財源確保 １５９ ―
○郵政民営化の見直し ３４ ―
○国土交通省の地方出先機関の存続と河川 ２１ ―
・国道など国からの権限移譲反対
○その他 １４ ３
【労働・商工】 【 １７９】 【 １０】
○協同労働の協同組合法（仮称）の速やか ８７ ―
な制定
○雇用促進住宅の退去困難者への支援強化 ４０ ―
○季節労働者対策の充実強化 １２ ―
○公共工事における建設労働者の適正な労 ７ ―
働条件の確保
○派遣労働者の処遇改善 ５ ―
○地域手当の県内格差支給の是正 ５ ―
○中小・零細企業対策の充実強化 ４ ―
○投機マネーに対する規制の強化 ４ ―
○地域における雇用・就業対策の拡充強化 ４ ―
○勤労貧困層の解消に向けた社会的セーフ ３ ―
ティーネットの再構築
○「ワーク・ライフ・バランス」の実現 ２ １０
○その他 ６ ―
【警察・防災・消防】 【 １７】 【 ２】
○消防の広域化の見直しと消防無線のデジ ２ ―
タル化に対する財源措置
○その他 １５ ２
【外交・防衛・国際関係】 【 ３２】 【 １９】
○北朝鮮による核・ミサイルと拉致問題の １６ ―
解決
○「非核日本宣言」として各国への通知 ３ １
○その他 １３ １８
【社会・くらし】 【 ２９９】 【 ５】
○生活品の物価高騰に対する緊急対策 ５７ ―
○社会保障費抑制方針の撤回 ４９ ―
○原油価格高騰対策の実施 ３７ １
○介護労働者の待遇改善 ２９ ―
○現行保育制度の堅持・拡充 ２１ ―
○介護保険制度の改善 １２ ―
○自主的な共済制度の保険業法の適用除外 １１ ―
○父子家庭への児童扶養手当の支給 １０ ―
○障害者自立支援法の改正 １０ ―
○都市再生機構賃貸住宅の家賃値上げ見合 １０ ―
わせ
○日本映画への字幕付与 ７ ―
○原爆症認定制度の改善 ５ ―
○嫡出推定に関する民法改正と救済対象の ４ ―
拡大
○子育て支援施策の充実 ３ ２
○その他 ３４ ２
【その他】 【 ０】 【 １】
【合 計】 【 ７５５】 【 ４０】
【総合計】 【 １７２４】 【 ４９】

意見書件 名

（３） 平成２０年１１月２５日 第１７０７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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会会
公公
用用
車車
にに
広広
告告

広
告
を
車
体
に
載
せ
た
自
治
体

の
公
用
車
を
目
に
す
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
昨
今
の
厳
し
い

地
方
財
政
の
中
、
新
た
な
自
主
財

源
と
し
て
の
期
待
が
、
背
景
に
あ

る
よ
う
で
す
。

し
か
し
「
議
会
公
用
車
」
に
広

告
を
掲
載
す
る
取
り
組
み
は
、
過

去
に
例
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
議
会
で
は
品
位
が
重
ん
じ
ら

れ
る
た
め
、
黒
塗
り
セ
ダ
ン
が
議

会
公
用
車
の
主
流
の
よ
う
で
す
。

議
会
公
用
車
が
高
級
車
で
あ
る
以

上
、
「
議
会
公
用
車
に
広
告
を
載

せ
る
」
と
い
う
発
想
は
出
な
く
て

当
然
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

―
議
会
公
用
車
は
高
級
車
―
こ

の
慣
例
に
「
待
っ
た
」
を
掛
け
、

発
想
の
転
換
を
図
っ
た
の
が
松
浦

市
議
会（
中
塚
祐
介
議
長
）で
す
。

発
端
は
、
本
年
８
月
の
車
検
で
し

た
。
原
油
価
格
の
高
騰
も
背
中
を

押
し
ま
し
た
。
車
検
を
機
に
、
セ

ダ
ン
か
ら
燃
費
に
優
れ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
式
の
ミ
ニ
バ
ン
へ
、
切
り

替
え
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。

議
会
公
用
車
を
ミ
ニ
バ
ン
と
し

た
こ
と
で
、
乗
車
人
数
が
増
加
。

委
員
会
の
視
察
に
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
飛
躍
的
に
利
便
性

が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
低
燃

費
が
燃
料
代
の
削
減
に
繋
が
り
、

経
費
の
節
約
に
効
果
を
上
げ
て
い

ま
す
。

こ
の
ミ
ニ
バ
ン
の
購
入
費
用

は
、
車
体
へ
の
掲
載
広
告
で
賄
わ

れ
ま
す
。
こ
の
発
想
も
ミ
ニ
バ
ン

な
ら
で
は
。
も
し
高
級
セ
ダ
ン
の

車
体
に
広
告
を
掲
載
し
た
ら
、
違

和
感
を
感
じ
る
は
ず
で
す
。
市
の

厳
し
い
財
政
へ
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
く
す
る
た
め
、
議
会
内
で
検

討
し
た
結
果
の
対
応
で
す
。

松
浦
市
議
会
で
は
６
月
、
「
松

浦
市
議
会
公
用
車
車
体
広
告
掲
載

に
関
す
る
取
り
扱
い
基
準
案
」
を

作
成
。
「
広
告
に
よ
っ
て
は
議
会

の
品
位
を
落
と
し
か
ね
な
い
」
と

の
声
に
対
処
す
る
た
め
審
議
を
重

ね
、
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
基

準
で
は
「
掲
載
を
承
認
し
な
い
広

告
」
の
取
り
扱
い
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

１１００
月月
かか
らら
運運
用用
開開
始始

議
会
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載

は
、
車
体
を
区
分
割
り
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
場
所
は
、
車
体
の
側

面
２
カ
所（
左
右
１
カ
所
ず
つ
）、

前
面
（
ボ
ン
ネ
ッ
ト
部
分
）
１
カ

所
、
後
面
１
カ
所
、
屋
根
全
面
１

カ
所
の
合
計
６
カ
所
。広
告
料
は
、

車
両
運
行
中
に
一
番
目
に
付
き
や

す
い
側
面
２
カ
所
が
最
も
高
く
、

目
に
付
き
に
く
い
屋
根
面
を
最
も

安
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

価
格
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
年

間
に
ど
の
程
度
の
人
が
広
告
を
目

に
す
る
こ
と
に
な
る
か
、
統
計
的

な
試
算
を
実
施
。
議
会
公
用
車
の

稼
働
率
や
行
き
先
、
経
路
を
基
に

推
計
値
を
求
め
、
価
格
の
根
拠
と

し
ま
し
た
。
中
古
で
購
入
し
た
車

両
の
価
格
は
約
２
８
７
万
円
。
順

調
に
運
用
が
進
め
ば
、
４
年
間
で

購
入
費
用
を
賄
え
る
計
算
と
な
っ

て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
車
両
の
運
用
が
開
始

と
な
っ
た
の
は
１０
月
か
ら
。
１０
月

１７
日
に
は
広
告
掲
載
主
を
招
き
、

車
両
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
庁
舎
前
で
披
露
さ
れ
た
議

会
公
用
車
は
、
ま
ば
ゆ
い
シ
ル
バ

ー
の
車
体
に
、
品
よ
く
ま
と
め
ら

れ
た
広
告
が
映
え
、
広
告
主
の
評

判
も
上
々
の
よ
う
で
す
。

「
全
国
で
も
初
の
試
み
で
は
な

い
か
」
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
だ

け
に
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
高
く
、

出
発
式
に
は
本
紙
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
新
聞
各
紙
や
テ
レ
ビ
の
取

材
陣
も
多
数
、
押
し
寄
せ
ま
し

た
。松

浦
市
議
会
で
は
広
告
を
通

じ
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も
役
立
て
た
い

考
え
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
興

味
あ
る
方
は
、
現
地
で
実
車
を
見

学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
議
長
は
じ
め
関
係
者
が
歓
迎

し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

議
会
は
じ
め
市
の
関
係
者
、
広
告
掲
載
主
ら

が
集
う
中
、
広
告
掲
載
車
両
の
披
露
を
兼
ね
た

出
発
式
が
１０
月
１７
日
、
市
庁
舎
前
で
開
催
さ
れ

た
。
式
で
は
、
中
塚
祐
介
議
長
�
右
写
真
�
ら

が
あ
い
さ
つ
し
た
の
ち
、
議
会
公
用
車
�
下
写

真
�
が
庁
舎
前
を
出
発
。
市
内
を
巡
回
し
た
。

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュー

スを募集しています。

全国の自治体の中でも先進的な取り組

み、ユニークな条例、自慢のイベント、地

域のお祭りなど、お寄せいただく情報のジ

ャンルは問いません。

ご提供いただいた情報につきましては、

本紙編集担当職員が記事を作成し、議会ニ

ュースあるいは市政ニュースとして紙面で

紹介いたします。

本紙をＰＲの場として活用されてみては

いかがでしょうか。

（問合せ先）

全国市議会議長会調査広報部

旬報担当 松下・千葉まで �０３（３２６２）２３０９

議議
会会
公公
用用
車車
をを
広広
告告
塔塔
にに

松
浦
市
議
会（
長
崎
県
）

議 会
ニ ュ ー ス
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